
症状と患者背景にあわせた	 頻用薬の使い分け

頁 場所 修正前 修正後 補足 掲載

32 ◆経皮局所吸収型
NSAIDs製剤
パップ剤
下から２行目

インドメタシン（カトレップ®パップ：温感
型，ラクティオン®パップ：冷感型）

インドメタシン（ラクティオン®パップ：温感
型，カトレップ®パップ：冷感型）

14/10/27

正誤表・更新情報

■第1版　第5刷（2014年5月15日発行）の修正箇所
※第1刷からの修正箇所はhttps://www.yodosha.co.jp/correction/9784758106931_corrections.pdf	 をご参照ください

第２章 解熱鎮痛薬（湿布薬）

本書中に訂正・更新箇所等がございました。お手数をお掛けしますが、下記ご参照頂けますようお願い申
しあげます　（2014年10月27日）	


